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「DX（デジタルトランスフォーメーション）」は、2004年にスウェーデンのウメオ大学のエリック・ストルター

マン教授によって提唱された概念。その内容は「進化し続けるテクノロジーが人々の生活を豊かにしてい

く」というものです。 

言い換えると、“進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと変革すること”。

「Digital Transformation」を直訳すると「デジタル変換」という言葉になりますが、“変換”というよりも“変

革”という言葉が鍵になります。 

デジタルトランスフォーメーションの英語表記は「Digital Transformation」ですが、略称は「DT」ではなく

「DX」。経済産業省や各調査会社の資料でも、頻繁に DX という略語が登場します。 

デジタルトランスフォーメーション＝DXの理由は、「Trans」を「X」と略すことが一般的な英語圏の表記に

準じているためです。 

その結果として新たなサービスやビジネスの仕組みが生み出され、SNSで写真データをシェアする文化という

社会的な影響をもたらすことまでを「デジタルトランスフォーメーションと考えるとわかりやすいと思いま

す。 

簡単に言ってしまうと、「データやデジタル技術を駆使して、ビジネスに関わるすべての事象に変革をもたら

す」こと。 

DX（デジタルトランスフォーメーション）が注目される理由とは？ 

デジタル技術の進化に伴い、あらゆる業種においてこれまでにない新しい製品やサービス、ビジネスモデ

ルを展開する新規参入企業が続々と登場しています。 

こうした時代の潮流の中で、多くの企業では従来の権益を保つために競争力の維持・強化を図る必要に

迫られています。そのために求められるのが、DXを急速に進めていくこと。 

しかし、会社の組織改革を含めた従来のビジネス全体を大きく変えることは難しく、本格的に DX推進に

踏み出せているのは一部の先進的な企業のみというのが現状です。 

そんな日本企業の現状に危機感を抱いた経済産業省が 2018年 9月に発表したのが、「DXレポート ～

ITシステム「2025年の崖」克服と DXの本格的な展開～」。 

• 既存基幹システムの老朽化に対して、デジタル市場の拡大とともに増大するデータ 

• メインフレームの担い手の高齢化による世代交代の必要性 

• テクノロジーの進化に伴う先端 IT人材の不足 

DXレポートの中で強調されているのが『2025年までにシステム刷新を集中的に推進する必要がある』という

こと。 
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